
旭中央病院附属看護専門学校のご紹介
旭中央病院附属看護専門学校の特色
　当校は、看護師になりたいというあなたの夢を実現で
きる学校です。
１．充実した実習環境
　隣接の旭中央病院で看護実習ができます
２．�現場を熟知している現役医師や看護師の授業で、最

新の知識を学ぶ
　旭中央病院の医師や看護師が教師です
３．経済的支援の充実
　奨学金、学生住宅で生活をサポートします
オープンキャンパス2022を開催します
　2023年度の入学希望者を対象に学校説明を実施いた
します。
日程／７月23日（土）、８月20日（土）、９月17日（土）
場所／旭中央病院附属看護専門学校
対象／高校生以上、看護に興味や関心のある
人
※要事前予約。詳細はホームページで確認してください。

診療案内　～よくある質問と回答～
Ｑ：入院者との面会はできますか？
A：�院内感染防止のため、面会はご遠慮いただいており
ます。

Ｑ：選定療養費について
Ａ：�初診時にかかりつけ医の紹介状なしで受診された場

合や、当院からかかりつけ医へ受診紹介してもなお
当院で再診される場合は、選定療養費がかかります。

Ｑ：外来受診について
Ａ：�初診外来受付は平日午前７時45分～午前11時です。

救急外来は無休で24時間、診療しております。休
日・夜間は人手が少なく可能な検査や処置も制限さ
れます。適正利用をお願いします。

健康ワンポイントアドバイス

https://www.hospital.asahi.chiba.jp/
問旭中央病院（☎63-8111・代表）

旭中央病院便り 119
vol.

Healthy Square
健康ひろば

「水・涼・冷」で熱中症対策
　「水」…喉が渇いていなくても、小まめに水分補給を
しましょう。喉の渇きを感じにくい人は、入浴前後や
起床時などタイミングを決めて補給しましょう。
　「涼」…屋内ではエアコンや扇風機を活用して28度以
下を徹底しましょう。外では帽子や日傘などを使用し
て、直射日光を避けるように心がけましょう。
　「冷」…体に熱がこもっていると感じたら、濡らした
タオルを首に巻いたり、冷却グッズなどを使用したり
して体を冷やしましょう。
マスクの着脱は臨機応変に
　マスクを着けると、熱がこもり体温調節が難しくな
ります。人との距離が２ｍ以上あり、会話をほとんど
しないときなどは、マスクを外しましょう。未就学児
は、保護者や周りの大人が子どもの体調に十分注意し、
着脱の判断をしましょう。
夏は食塩を多く取るべき？
　食塩の摂取目標量は、１日当たり男性7.5g未満、

女性6.5g未満です。汗と一緒に外に出されるナトリ
ウム（食塩の成分）は、食塩にして１日1.5g程度です。
日本人の食塩の平均摂取量は、１日当たり約10gのた
め、普段の生活の範囲内であれば「夏だから」という理
由で食塩を意識的に多く取る必要はありません。目標
量に近づけるよう、いつも通り減塩を心がけて、生活
習慣病を予防しましょう。
ナトリウムなどのミネラル補給が必要なとき
　炎天下での作業や激しい運動で、普段より多く汗を
かいたときは、スポーツ飲料などで水分と一緒にミネ
ラルの補給をしましょう。ただし、スポーツ飲料の中
には糖分を多く含むものもあるため、水分の代わりに
たくさん飲むのは避けましょう。
　コロナ禍での３度目の夏。熱中症と高血圧対策、コ
ロナ対策をしっかり行い、元気に乗り切りましょう！

【健康づくり課管理栄養士】

夏でも元気に健康に
熱中症対策と減塩のお話

28度以下
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